
プリウス　モデリスタ バージョン

フロントスポイラー　　取付要領書

このたびは、モデリスタ商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。
本書は、フロントスポイラーの取付要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付けを行なってください。
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取り付け完了後の点検・注意事項

■フロントスポイラーが、車両に確実に貼り付けされているか点検してください。
■両面テープの全ての離型紙が剥がされ、確実に圧着されているか点検してください。
■取り付け完了後、フロントスポイラー及び車両部品に傷がついていないか点検してください。
■取り付け完了後、最低３時間は強い力をかけたり、雨等で濡れない様注意してください。
　（両面テープの剥がれ、車両とフロントスポイラーとの間に隙間が発生する恐れがあります。）

アドバイス…この取付要領書では、スピーディーに安全な作業をして頂く上で知って
            おいて頂きたい事を左図マークで表示しております。

取り付け上の注意事項

重要

重要

重要

重要

■車両部品の取り外しに際して、紛失や混乱がない様に部品ごとに整理して、復元する際間
　違えない様に配慮してください。また、部品に傷を付けたりしない様に取り扱いに注意して
　作業を行なってください。
■本書で指示した部品以外は、取り外さない様に注意してください。
■取付作業は、補機バッテリのマイナス端子を外してから行ってください。また、マイナス端
　子がプラス端子と接触しないようにしてください。
　作業終了後は、各システムの設定・確認を行ってください。
■商品の仮合わせ時等においては、マスキングテープ等で車両側への傷付き防止策を行なっ
　た上で実施してください。
■本製品の取り付けは、２名で作業を行なってください。
■エンドモール（両面テープ付き）・両面テープを貼り付ける部分は、必ず脱脂してください。
　脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれる場合があります。
■フロントスポイラーを取り付ける部品の汚れ、ゴミ、ホコリをウエスで拭き取ってください。
■両面テープの接着力促進剤として、必ず両面テープ用プライマーを塗ってください。
　（PACプライマーＫ500を本品に添付）
　プライマーの効力を発揮させる為、塗布後、常温で10分間以上放置し乾燥させてください。
■両面テープは、外気温が15℃以下になると接着力が低下しますので、両面テープ及び被接
　着面をドライヤー等で温めてから貼り付け作業を行なってください。
■両面テープのプライマーは、溶剤が揮発する為、速やかに作業を終了してください。
■両面テープのプライマーは、特に塗装面を黄変させますので必ず塗装面をマスキングし、
　はみだしたプライマーは、アルコール等で拭き取ってください。
■両面テープの圧着を十分に行ってください。500kPa（5kgf/c㎡）以上
■ハーネスの取り廻しには十分注意をしてください。誤った配線をしますと故障の原因となり
　ます。
　必ず本書の指示通りに行なってください。
■ハーネスを引っ張ったり、挟んだりしないでください。発熱や断線の原因となります。

設定型式：ZVW5#　　　設定グレード：除くEグレード、フォグランプ非搭載車

重要



取付概要
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フロントスポイラープリウス モデリスタバージョン (品番:D2531-59510-**)

ＰＡＣプライマー
Ｋ－５００

　　　

　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁

湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ
取 付 要 領 書

①

構成部品

⑤

②

④

③

① 1

No. 品　　　名 個数

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

1

10

②

③

④

⑤

⑨ ⑩

⑧⑦⑥

フロントスポイラー

スペーサー別ピース ＲＨ

スペーサー別ピース ＬＨ

PACプライマーK500

取付説明書

1

1

電源ハーネスＢ

電源ハーネスＡ 1

⑪

結束バンド

型紙

タッピングビス

スピードナット

⑪

型
紙

1

1

1

4

4

①フロントスポイラー

フロントバンパー

PR

(材質：PPE)
(材質：PPE)

PL

※⑥結束バンドは１本予備を含む

ワイパーモーターから
電源引き出し

④電源ハーネスＡ

⑤電源ハーネスＢ



Ⅰ.電源ハーネスの取り廻し 1.補機バッテリーの（－）端子を外す。

アドバイス

・（－）端子が（＋）端子に接触しない様に

　してください。

2.フェンダーライナーＲＨの下面の車両ビス×3
　と車両クリップ×1を取り外し下側にずらす。
　(図１参照)

3.ワイパー・カウルトップベンチレータルーバ
　ー・ワイパーモーター・ラジエーターカバー
　を取り外す。(図１参照)

アドバイス

・車両部品を取り外す際は、トヨタ自動車

　整備マニュアルを参照してください。

アドバイス

・取り外した車両ビス・クリップは再使用し

　ますので、紛失しない様にご注意ください。

4.④電源ハーネスＡを、車両側のワイパーモー
　ターハーネス５Ｐコネクターに接続する。
　(図２参照)

5.ワイパーモーターハーネスを折り返し接続し
　たコネクタ部分とビニールテープで巻く。
　(図２参照)

6.ワイパーモーターハーネスを⑥結束バンドを
　使用して、車両フレーム穴に仮固定する。
　(図３参照)

7.④電源ハーネスＡとヒューズ部を図３の要領
　で配策し、⑥結束バンドを使用して車両ハー
　ネスに仮固定する。(図３参照)

8.④電源ハーネスＡをワイパーモーターに接続
　しワイパーモーターを元に戻す。

注意

・ワイパーリンク等、可動部とワイヤーハ

　ーネスが干渉しないことを確認して下さ

　い。

！

ワイパーモーターハーネスを折返し
コネクタ部とハーネス部を一緒に
ビニールテープで巻く

部：⑥結束バンド仮固定(５ヶ所)

④結束バンド
折り返した車両ハーネスを車両フレーム穴に固定

溝

ヒューズ
ボックス

⑥結束
バンド

ヒューズボックス背面の
溝に⑥結束バンドを通す

車両フレーム穴

ワイパーモーター
接続

ヒューズ部

接続する

④電源ハーネスＡワイパーモーターハーネス

ワイパーモーターハーネス

④電源ハーネスＡ

ワイパーモーター

ラジエーターカバー

ワイパー カウルトップ
ベンチレータルーバー

フロントバンパー

テープ巻き断面

テープ
上

ハーネスコネクタ

フェンダーライナーＲＨ

※ワイパーリンクに
　干渉しないよう
　厚くならないよう
　注意する。
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取　付　手　順

＜図１＞

＜図２＞

＜図３＞



ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

ＬＨ下面図示 ※ＲＨも同様に

ＬＨ下面図示

※ＲＨも同様に

③フロントバンパーにＵナット差込

④フロントバンパー穴位置マーキング

⑤フロントバンパー穴開け 1.⑩型紙Ｂ/Ｃを剥がし、マーキングした位
　置にドリルで穴を開けます｡　
　(ドリルφ3.0mm→φ6.0mm→φ10.0mm)
 （左図参照）

2.穴開けしたフロントバンパー下面部の穴
　に⑤グロメットを差し込みます。
　（左図参照）

ドリル
(φ3.0→φ6.0
　→φ10.0mm)

15mm

ガムテープ

ドリル

アドバイス

・穴開け寸法を間違えないように、注意し
　てください。

・穴開けした箇所にバリ等がある場合は、
　取り付けの妨げとなるため、取り除いて
　ください。

⑩型紙Ｂ

⑤グロメット

⑩型紙Ｃ

穴位置マーキング

穴位置マーキング

フロントバンパー
キャラクターラインと
平行に差し込む

まわり止めを
車両後方に向けて
差し込む

FRONT

端末合わせ 端末合わせ

形状合わせ

形状合わせ

1.フロントバンパーの穴位置に③Ｕナット
　を差し込みます。

2.フェンダーライナーを元に戻し、フェン
　ダーアーチ部をクリップ（左右各２箇所
　）で復元します。（左図参照）

1.フロントバンパー下面部に⑩型紙Ｂ/Ｃを
　バンパー形状に合わせて貼り付けます。
 （左図参照）

2.⑩型紙Ｂ/Ｃの穴開け位置をキリ等でマー
　キングします。（左図参照）

フェンダーライナーをめくり
フロントバンパーに差し込む

向きに注意
③Ｕナット

取付部断面図

フロントバンパー

フェンダーライナー

クリップ

クリップ

③Ｕナット

フロント
　バンパー

フロント
　バンパー

フロント
　バンパー

フロント
　バンパー

フェンダー
　　ライナー

フェンダー
　　ライナー

⑩型紙貼り付け方法詳細図

⑩型紙Ｂ ⑩型紙Ｃ

ＬＨ下面図示

②スポイラー高さ基準マーキング

ＬＨ図示 ※ＲＨも同様に

※ＲＨも同様に

⑩型紙Ａ

高さ位置

フロント
　バンパー

バンパー側

合わせ
　　基準

フェンダー
　　ライナー

フロントバンパー

⑩型紙貼り付け方法詳細図

パーティング
ライン合わせ

端末合わせ

⑩型紙Ａ

クリップ
(再使用します)

クリップ
(再使用します)

クリップ
(再使用します)

クリップ
(再利用しません)

クリップ

1.フロントバンパーを止めているクリップ
　を左右各４箇所取り外す。
　(左図参照)

アドバイス

・取り外したクリップは再使用しますの

　で、紛失しない様ご注意ください｡

1.フェンダーライナーをめくり、フロント
　バンパー折り返し部に⑩型紙Ａをフロン
　トバンパーの端末及び、パーティングラ
　インに合わせて貼り付けます。

9.④電源ハーネスＡを図４の要領で配策し、⑤
　電源ハーネスＢの２Ｐコネクターと接続し、
　⑥結束バンドを使用して車両ハーネスに仮固
　定する。

10.フロントバンパーとフェンダーライナーRHと
　 の隙間に手を入れて、③電源ハーネスを図５
　 の要領で配策し、⑤コードクランプで車両フ
　 レームに固定する。

1.車両下面の車両ビスを取り外す。(図６参照)

2.①フロントスポイラー（以下、スポイラーと
　省略）を、図６の要領で車両バンパーに仮当
　てし、①スポイラーの金属ブラケットを車両
　ビスで仮止めする。

3.マスキングテープを①スポイラーのエンドモ
　ール上端に合せて貼り付ける。(図６参照)

(250mm)

フロントバンパー

①フロントスポイラー

矢視D

マスキングテープ
モール上端まで

C-C断面

1mm

①フロント
スポイラー

ロアグリル

両面ﾃｰﾌﾟにて貼付け
E-E断面

①フロント
スポイラー

フロントバンパー

両面ﾃｰﾌﾟにて貼付け

C

C

10.⑤電源ハーネスＢユニット部を図５の要領で
　 ⑥結束バンドを使用して車両ハーネスに仮固
　 定する。

11.⑤電源ハーネスＢを図５の要領で⑥結束バン
　 ドを使用して車両ハーネスに仮固定する。

10.フロントバンパーの穴あけ作業。

1.図６の要領でバンパーの下面Ａ部にホールソ
　ー等を使用しφ24で穴を開ける。
※穴を開ける際はあらかじめケガキ針や画鋲等
　で目印を付け、φ3などで下穴を開けてから
　φ24で本穴を開ける。

2.⑪型紙Ａを切り取り所定の位置に貼り付け、
　貼り付け位置があっていることを確認したら
　⑨PACプライマーK500を塗布し、②③スペー
　サー別ピースの離形紙を剥がし取り付ける。
　②③スペーサー別ピースを取り付けたら⑪型
　紙Ａを剥がす。(図７参照)

ＲＨ下面

バンパー

バンパー穴から
垂直に線を引く

11.電源ハーネスＡ、Ｂの張り、干渉を確認して
　 すべての⑧結束バンドを本固定する。

断面

アドバイス

・作業はフェンダーライナー開口部より

　行ってください。

アドバイス

・穴開け加工部はやすり等でバリを除去して
　ください。

A

92mm

①フロントスポイラー

92mm

アドバイス

・PACプライマーK500は特に塗装面を黄変させ
　るため、マスキングするか、はみ出したプラ
　イマーは、アルコール等で拭き取ってくださ
　い。
・PACプライマーK500塗布後は、常温で10分間
　以上放置し、乾燥させてください。
・ボディーコート処理されている車両は、マス
　キングをして両面テープ貼り付け部分を塗装
　用コンパウンドで除去してください。

接続する

部：⑥結束バンド仮固定(２ヶ所)

④電源ハーネスＡ

⑤電源ハーネスＢ

部：⑥結束バンド仮固定(２ヶ所)

⑤電源ハーネスＢ

ユニット部

バンパー内透過視

バンパー

ロアグリルの
　段差に突き当て

センターから2番目の
リブセンター合わせ

⑪型紙A

③スペーサー
　別ピース LH

②スペーサー
　別ピース RH

⑪型紙A
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＜図５＞

＜図４＞

Ⅱ.スポイラーの取付準備

＜図７＞

＜図６＞



2.バンパーを車両から外し、下面A部にφ24で
穴を空ける。

※穴を空ける際はあらかじめ目印を付け、φ3
などで穴を空けてからφ24で穴を空ける。

1.車両下面の車両ビスを取り外す。(図　参照)

3.型紙A-RH/LHを所定の位置に貼り付け、貼り
付け位置があっていることを確認したらスペー
サー別ピースを取り付ける。
スペーサー別ピースを取り付けたら型紙Aを剥
がす。

4.フロントスポイラー(以下スポイラーと省略
する)を図　の要領で仮当てし、スポイラーの
金属ブラケットを車両ビスで仮止めする。取付
け位置にマスキングテープを貼り付ける。

7.両面テープ貼付部(図　斜線部)を脱脂し、
　PACプライマーN200を塗布する。

5.マスキングテープをスポイラーのエンドモー
ル上端に合わせて貼り付ける。(図　参照)

6.スポイラーを取り外す。

アドバイス

・PACプライマーN200は特に塗装面を黄変さ
せるため、マスキングするか、はみ出し
たプライマーは、アルコール等で拭き取っ
て下さい。

・PACプライマーN200塗布後は、常温で10分
間以上放置し乾燥させて下さい。

・ボディーコート処理されている車両は、
マスキングをして両面テープ貼り付け部分
を塗装用コンパウンドで除去して下さい。

8.プライマー乾燥後、車両に貼り付けてあるマ
　スキングテープを剥がす。

9.スポイラーの両面テープの離型紙を少し剥が
　し、表側へ折り返してマスキングテープで仮
　固定する。(図　参照)

3.①フロントスポイラーの取付け穴に合わせて
　⑧スピードナットをバンパーに差し込む。

4.斜線部を押して①フロントスポイラー裏面と
　バンパーに差し込んだ⑧スピードナットの間
　に隙間が無くなる様にする。

4.①フロントスポイラーの取付け穴に合わせて
　⑧スピードナットを奥までバンパーに差し込
　む。
　(図８参照)

⑧スピードナット

フロントバンパー
(ホイルハウス部)
   

3.フェンダーライナーＬＨを固定している車両
　ビスを外した後、①フロントスポイラーを図
　８の要領で仮当てし、①フロントスポイラー
　の金属ブラケットを車両ビスで仮止めする。

5.⑧スピードナットの位置に⑦タッピングビス
　を挿し、仮止めする。

6.マスキングテープを①フロントスポイラーの
　エンドモール上端に合わせて貼り付ける。
　(図８参照)

フロントバンパー
上端から255mm

マスキングテープ
モール上端まで

A

A

4.図９の要領でＲＨのフェンダーライナーを　
　残した状態でバンパーを車両に取り付ける。

8.両面テープ貼付部(図９斜線部)を脱脂し、
　⑨PACプライマーK500を塗布する。

7.①フロントスポイラーを取り外す。

アドバイス

・⑧スピードナットが動く場合はプライヤー 
  等で軽く締め付けてから差し込んでくださ
　い。
・穴を空ける際はあらかじめケガキ針や画鋲
　等で目印を付け、φ３などで下穴を空けて
　からφ５で穴を空けてください。

フロントバンパー

フロントバンパー

車両ビス

①フロント
　スポイラー

プライマー塗布範囲
(斜線部 約30mm均等幅)

A-A断面

1mm
ロアグリル

①フロント
　スポイラー

マスキング
テープ

フェンダーライナーＲＨ

A部詳細拡大図

3.⑪型紙Ｂを切り取り所定の位置に貼り付け、
　貼り付け位置があっていることを確認した
　らドリルφ５で穴を空ける。
　穴を空けたら⑧スピードナットを取り付け
　る。

※穴を空ける際はあらかじめケガキ針や画鋲等
　で目印を付け、φ３などで下穴を空けてから
　φ５で穴を空ける。

⑦タッピングビス

車両ビス

車両ビス(仮止めする)

ＲＨ下面視 ※ＬＨも同様

剥がさずに残しておく

①フロントスポイラー

A

5

＜図８＞

＜図９＞

＜図８＞

・取り付けの際フォグランプ付近が傷つかない
ように注意してください 

⑧スピードナット

フロントバンパー

①フロントスポイラー

ブラケットを仮止め
する方の車両ビス

アドバイス

・PACプライマーK500は特に塗装面を黄変させ
　るため、マスキングするか、はみ出したプラ
　イマーは、アルコール等で拭き取ってくださ
　い。
・PACプライマーK500塗布後は、常温で10分間
　以上放置し、乾燥させてください。
・ボディーコート処理されている車両は、マス
　キングをして両面テープ貼り付け部分を塗装
　用コンパウンドで除去してください。



1.①フロントスポイラーを、仮当て時と同様の
　手順で車両に仮組みする。(図１１参照)

※仮組みする際に手順２で開けた穴に①フロン
　トスポイラーのハーネスケーブルを通し、コ
　ネクターを接続する。
　コネクターを接続する際は向きを確認し、ね
　じれたりしないようにして「カチッ」と音が
　鳴るまで差し込む。

アドバイス

・両面テープの貼り直しをすると、接着力
　が極端に低下するため。バンパーに着か
　ない様に気を付けて作業してください。

2.補機バッテリーの（－）端子を接続しイグニ
　ッションに連動してスポイラーの灯体が点灯
　することを確認する。

　ワイパーを作動させて可動部とワイヤーハー

　ネスが干渉しないことを確認して下さい。

6.両面テープ離型紙を１～６の順に引き抜き
　ながら圧着する。(図１１参照)

アドバイス

・離型紙が途中で切れない様に、①フロント
　スポイラーを少し浮かせながら離型紙を引
　き抜いてください。
・両面テープの圧着は、500kPa(5kgf/c㎡)程
　度の力で行なってください。

4.フェンダーライナーＲＨを復元する。　　

7.取り外した車両部品をすべて元に戻す。

8.①フロントスポイラーの浮き、剥がれが無い
　ことを確認し、両面テープ貼り付け後、３時
　間以上放置し再圧着する。　

9.仮締めしていた車両ビスと⑦タッピングビス
　を全て本締めをし、マスキングテープを剥が
　して取り付け作業終了。

Ⅲ.取付

(255mm)

A

A

⑦タッピングビス

１
２３

４
５

６

①フロントスポイラー

フロントバンパー

A-A断面

1mm

ロアグリル

①フロントスポイラー

3.電源ハーネスＡ、Ｂの張り、干渉を確認して
　すべての⑥結束バンドを本締めする。

フェンダーライナーＲＨ

5.車両ビスと⑦タッピングビスで仮止めする。
　(図１１参照)

車両ビス

・取り付けの際フォグランプ付近が傷つかない
ように注意してください 

9.①フロントスポイラーの両面テープの離型紙
　を少し剥がし、表側へ折り返してマスキング
　テープで仮固定する。(図１０参照)

①フロントスポイラー

6

＜図１０＞

＜図１１＞
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フロントスポイラー、エーミングキャップの塗装

ツートン塗装

1.塗装面の汚れ、ゴミ、埃をウエスで取り除き、必ず脱脂作業を行う。

2.製品に取り付けてある両面テープを全面マスキングする。

3.上塗り塗装を行う。
※上塗り塗装にはウレタン系を使用してください。

4.硬化
※硬化温度は、成形樹脂の特性上、必ず60℃以下で硬化させてください。

1.ボディ色塗装範囲をマスキングし、ブラック(202)、艶消し黒で塗装する。
※塗装する際、ボディ色がアティチュードブラックマイカ(218)、プレシャスブラックパール
　(219)の場合は艶消し黒で塗装し、ボディ色がアティチュードブラックマイカ(218)、プレシ
　ャスブラックパール(219)以外の場合はブラック(202)で塗装する。

A

A

B

C

C

B
塗り分けライン

塗り分けライン

ボディ色

黒塗装

Ｒ頂点

Ｒ頂点

Ｒ頂点

（マスキング）

ボディ色
（マスキング）

BーB断面図

AーA断面図

C-C断面図

黒塗装

黒塗装
下面視

段差

段差

⑲抜きマスキングテープ

①フロントスポイラー

Ｒ頂点

⑲抜きマスキングテープ

①フロントスポイラー

Ｒ頂点

Ｒ頂点

①フロントスポイラー

⑲抜きマスキング
  テープ
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メッキ別ピースの貼り付け作業

1.塗装終了後、④メッキ別ピース ＲＨを貼り付ける部分　　を脱脂する。

※ＬＨも同様にＲＨ図示

4.①フロントスポイラーと④メッキ別ピース ＲＨとが一定スキになるようにしながら、両面テープ離型紙を引き

　抜きながら外側に向けて圧着する。

3.④メッキ別ピース ＲＨのボスを①フロントスポイラーの真円からスロット穴の順に差し込む。

5.①フロントスポイラーと④別ピース ＲＨの穴位置を合わせて⑭プッシュナットを奥まで差し込む。

2.④メッキ別ピース ＲＨの両面テープ離型紙を一部剥がし、裏面に折り返してマスキングテープで貼り付ける。

表面図 裏面図

④メッキ別ピース ＲＨ ④メッキ別ピース ＲＨ

④メッキ別ピース ＲＨ

⑭プッシュナット

①フロントスポイラー

①フロントスポイラー

一定スキ

⑭プッシュナット

プッシュナット断面図

④メッキ別ピース ＲＨ

※向きに注意
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1.　エンドモールＢを45㎜にカットする。
2.⑩LED灯体ASSY ＲＨの両面テープ離型紙を一部剥がし、裏面に折り返してマスキングテープで貼り付ける。
3.⑩LED灯体ASSY ＲＨ圧着部に、45mmにカットした　エンドモールＢを貼り付ける。

4.①フロントスポイラーのa、b部に⑩LED灯体ASSY ＲＨを突き当てて仮当てし、両面テープ離型紙を引き抜き

　ながら外側に向けて圧着する。

5.⑩LED灯体ASSY ＲＨと⑮ブラケットを⑭プッシュナット、⑯プッシュプルクリップを使用して固定する。

LED灯体ASSYの取付

⑩LED灯体ASSY ＲＨ

⑩LED灯体ASSY ＲＨ

⑩LED灯体ASSY ＲＨ

⑮ブラケット

①フロントスポイラー

①フロントスポイラー

①フロントスポイラー

⑩LED灯体ASSY ＲＨ

⑭プッシュナット

⑮ブラケット

⑯プッシュプルクリップ

C

C

CーC断面図

※ＬＨも同様にＲＨ図示

R止まり

エンドモールB(L=45㎜)22

22

22

b

a

一般断面拡大

プライマーの塗布

1.塗装終了後、①フロントスポイラーの　エンドモールＡ、　エンドモールＢ貼付け部分、
　⑩⑪LED灯体ASSY ＲＨ、ＬＨ取り付け部分を脱脂し、　PACプライマーK500を塗布する。

アドバイス

・プライマー塗布部分以外は必要に応
　じてマスキングをしてください。

脱脂・プライマー
　　塗布範囲

段差段差

R止まり基準
R止まり基準

※ＬＨも同様にＲＨ図示

①フロントスポイラー

21 22

・・・脱脂・プライマー塗布範囲

板内ｺﾊﾞ面に
突き当て

UP

FR

25

B

A

A

A-A断面

　PACプライ
マー塗布面

①フロントスポイラー

25

　PACプライ
マー塗布面

①フロントスポイラー

25

B-B断面

①フロントスポイラー

B

B

Vミゾ基準

B
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段差基準
段差基準

段差基準

※ＬＨも同様にＲＨ図示

エンドモールＡ
　　貼り付け範囲

エンドモールＡ
　　貼り付け範囲

エンドモールＢ
　　貼り付け範囲

両面テープ

　エンドモールＢ

①フロントスポイラー

1.下図の要領でエンドモールを貼り付ける。
　

エンドモールＢ断面拡大エンドモールＡ断面拡大

両面テープ

　エンドモールＡ

①フロントスポイラー

エンドモールの貼り付け作業

⑬エンブレム
[拡大図]

　エンドモールＡ

段差基準

[拡大図]

　エンドモールＡ

段差基準

エンドモールＢ
   貼り付け範囲Ｒ止まり

[拡大図]

Vミゾ基準

21

22

22

21

45m
m

45
mm

1.⑩⑪LED灯体ASSYのコネクターと⑫LEDハーネスに「カチッ！」と音が鳴るまでしっかりと奥まで差し込み
　接続する。（下図参照）

2.⑫LEDハーネスを下図の要領で配策し、⑱タイラップでワイヤークランプで⑫LEDハーネスがたるまないよ
　うに固定する。

LEDユニットの配線

⑫LEDハーネスを
ワイヤークランプで固定する

①フロントスポイラー

コネクター

⑱タイラップ

d-d断面

①フロントスポイラー

⑫LEDハーネス

⑱タイラップ
　※余分な部分カット

e-e断面

①フロント
　スポイラー

⑫LEDハーネス

d

d

e

e

21

21

21

22

ワイヤー
クランプ

※⑱タイラップがコネクターの
　ツメにかからないように注意

コネクター部分を
⑱タイラップで固定する

車両側と接続する
コネクターはＲＨに来るように




